








研究目的 

未熟児の PDA に対して従来より，インドメサシンが薬物学的閉鎖療法として使用されてき

たが,我々はインドメサシンと同様にプロスタグランディン合成阻害作用を持つメファナ

ム酸(MA)を使用し良好な成績をおさめている。 

昨年度研究ではMAの臨床効果,特にPDAの閉鎖とMAの血漿濃度との相関について検討した

が，今回は例数を増して PDA の収縮効果と血漿濃度について検討した。 


